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は じ め に 

 

世界でも例を見ないほどのスピードで高齢化が進む我が国

にあっては、医療や介護が必要となった場合にも、住み慣れ

た地域で安心してくらせるよう、急性期から在宅医療・介護

まで一連のサービスが切れ目なく受けられる体制の整備が求

められています。 

また、平成30年には、診療報酬と介護報酬が同時改定され、

国民健康保険の財政運営の責任主体が市町村から都道府県に

移管されるなど、大きな改革が始まります。 

こうした中、県では、これまでも、すべての県民の皆様が

健やかに安心してくらせる社会の実現に向けて、地域におけ

る保健医療サービスの基盤づくりなどに取り組んできましたが、限られた資源を有効に活用し、

質の高い効果的・効率的な保健医療提供体制を整備するため、県民や団体、市町村などの皆様

からいただいた意見を反映させながら、神奈川県保健医療計画推進会議や神奈川県医療審議会

でご審議いただき、「神奈川県保健医療計画」の第７次計画をこのたび策定しました。 

この第７次計画は、同時改定となった県の高齢者保健福祉計画との整合を図りながら策定を

進め、平成35年度までの計画期間において取り組む、地域の実情に即した救急や、がんなど疾

病・事業ごとの医療連携体制の整備に加えて、共生社会を見据えた地域包括ケアシステムをよ

り一層推進するための施策などを盛り込んでいます。 

さらに、超高齢社会を乗り越え、持続可能な新しい社会システムを実現するため、県では

「未病の改善」と「最先端医療・技術の追求」という２つのアプローチを融合することにより、

健康寿命日本一と新たな市場・産業の創出を目指す政策「ヘルスケア・ニューフロンティア」

を進めているところであり、これに関する取組み等も新たに位置付けました。 

特に、「未病の改善」は、県が提唱し、その後国の「健康・医療戦略」にも盛り込まれた、

人生100歳時代に対応する需要なキーワードとなります。 

今後、この計画を着実に推進し、「いのち輝くマグネット神奈川」「子どもたちが100歳まで

スマイルで過ごせる持続可能な社会」を皆様とともに創り上げていけるよう、総力を挙げて取

り組んでまいりますので、引き続き県民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

平成30年３月 
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